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はじめに 

 令和７年３月５日，６日に，公立高等学校入学者選抜学力検査を実施しました。 

 検査問題の出題にあたっては，学習指導要領に示された目標に則し，小学校から中学校（義務教

育学校後期課程）までに習得した知識・技能及びこれらを活用して課題解決するために必要な思考

力・判断力・表現力が検査できるように留意したところです。 

 この冊子では，公立高等学校への出願状況等や学力検査の得点などについて集計した結果に加

え，「今年の特徴的な問題」で，各教科の「問題のねらい」や「指導上のポイント」を紹介してい

ます。小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，それぞれの立場から，学習指導の改善充実を図

るための資料として活用してください。 

 

１ 第一次入学者選抜の状況について（推薦入学者選抜等に係る人数を含む。） 

定 時 制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

７ 年 度 5,883 760 1,800 1,960 520 718 11,641 84 11,725

６ 年 度 5,894 760 1,840 1,960 520 718 11,692 84 11,776

７ 年 度 5,347 384 1,579 1,576 424 383 9,693 60 9,753

６ 年 度 5,507 411 1,485 1,686 411 432 9,932 54 9,986

７ 年 度 5,149 375 1,546 1,536 419 371 9,396 57 9,453

６ 年 度 5,321 398 1,433 1,653 405 420 9,630 48 9,678

７ 年 度 4,750 371 1,473 1,445 412 370 8,821 54 8,875

６ 年 度 4,851 373 1,372 1,572 397 410 8,975 48 9,023

７ 年 度 0.88 0.49 0.86 0.78 0.81 0.52 0.81 0.68 0.81

６ 年 度 0.90 0.52 0.78 0.84 0.78 0.58 0.82 0.57 0.82

全 日 制
全定合計

学 科

合 格
者 数

受 検
倍 率

募 集
定 員

出 願
者 数

受 検
者 数

課 程

・ 開陽高校の第３回・第４回入学者選抜に係る人数を含まない。 

・ 普通には，普通科，ミライデザイン科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，
音楽科，美術科，スポーツ健康科，アスリートスポーツ科が含まれる。 

・ 受検倍率は，（受検者数）÷（募集定員）として算出している。  
 

（参考）推薦入学者選抜，連携型中高一貫教育校入学者選抜及び帰国生徒等特別入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

694 23 241 271 111 34 1,374 12 1,386

692 23 241 270 109 34 1,369 12 1,381

596 21 225 260 104 32 1,238 8 1,246合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

 

 

（参考）第二次入学者選抜の状況 

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

1,133 389 328 515 108 348 2,821 30 2,851

54 10 5 23 0 7 99 0 99

54 10 5 23 0 7 99 0 99

47 4 4 15 0 4 74 0 74合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

募 集 定 員
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２ 総得点について（全日制，定時制合計） 

   ※ この項以降のデータは，すべて学力検査受検者についてである。 

                  

 (1) 受検者の得点分布      （％） 

                                                           

 ・ 平均点は前年度に比べて 5.4 点 

  下がった。 

         

令和７年度 234.6 

令和６年度 240.0 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

  

 

 

(2) 受検者(400 点以上・360 点以上・100 点未満)，合格者(100 点未満)の年度別推移 

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 425

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 49 74 99 124 149 174 199 224 249 274 299 324 349 374 399 424 450

0.0 0.1 0.8 2.5 5.3 7.2 9.2 11.0 11.1 10.6 9.9 8.8 7.4 7.4 5.2 3.0 0.6 0.0 234.6

得 点 分 布

平均点

 受     検

 

 者     数

 ４ ０ ０ 点

 以 上 の

 人      数

 ４ ０ ０ 点

 以 上 の

 割 合 (%)

 ３ ６ ０ 点

 以 上 の

 人     数

 ３ ６ ０ 点

 以 上 の

 割 合 (%)

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 人      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 割 合 (%)

 合      格

 者      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 人      数

 １ ０ ０ 点

 未 満 の

 割 合 (%)

 １００点未満

 の受検者に

 対する割合

　　　　　(%)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 8,213 47 0.57 537 6.54 284 3.46 7,616 215 2.82 75.7

6 8,957 24 0.27 593 6.62 308 3.44 8,279 223 2.69 72.4

5 8,735 98 1.12 871 9.97 331 3.79 8,216 271 3.30 81.9

4 8,873 86 0.97 754 8.50 302 3.40 8,165 241 2.95 79.8

3 8,798 122 1.39 977 11.10 413 4.69 8,144 342 4.20 82.8

2 9,194 35 0.38 569 6.19 401 4.36 8,564 315 3.68 78.6

年

度

受 検 者 合 格 者

100
A
B

 100
A
C

 100
A
D

 100
E
F

 100 
D
F

（点） 

※ 得点分布は％で示している。
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３ 各教科の平均点等について（全日制，定時制合計） 

 (1) 各教科の平均点                          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 普通には，普通科，ミライデザイン科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽

科，美術科，スポーツ健康科，アスリートスポーツ科が含まれる。専門には，総合学科が含まれる。 

 

 

 (2) 受検者の平均点の年度別推移                    
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 (3) 各教科における受検者の得点分布及びそのグラフ 

 

 

 

 

 

※ 得点分布は％で示している。 

 

ア 国 語                   イ 社 会     

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 数 学         エ 理 科     

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 英 語      

 

 

 

 

 

 

 

（  ）内は平均点 
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４ 目安点をめぐる状況について                           

 (1) 目安点未満の人数推移（過去５年間）                  

※ 目安点は，基礎的内容の設問の合計点であり，国語・社会・数学・理科においては，小学校教材及びそ

の関連教材の内容を含んでいる。 

 

 (2) 目安点未満の地区別状況（出身中学校所在地区別）        

鹿 児 島 3,203 人 0.9 ％ 1.6 ％ 8.9 ％ 2.0 ％ 6.4 ％ 1.3 ％ 1.9 ％ 1.7 ％

南 薩 539 人 2.4 ％ 3.2 ％ 20.2 ％ 4.5 ％ 11.9 ％ 3.5 ％ 2.6 ％ 2.3 ％

北 薩 1,090 人 2.3 ％ 3.7 ％ 17.9 ％ 4.2 ％ 11.5 ％ 3.2 ％ 2.9 ％ 2.5 ％

姶 良 ・ 伊 佐 1,342 人 1.3 ％ 2.1 ％ 12.5 ％ 3.1 ％ 9.1 ％ 1.9 ％ 2.0 ％ 3.1 ％

大 隅 1,010 人 0.9 ％ 3.4 ％ 15.8 ％ 3.8 ％ 10.0 ％ 2.8 ％ 3.0 ％ 3.1 ％

熊 毛 228 人 0.9 ％ 0.9 ％ 13.6 ％ 3.5 ％ 18.0 ％ 2.2 ％ 0.9 ％ 2.9 ％

大 島 563 人 2.1 ％ 3.9 ％ 17.2 ％ 4.6 ％ 11.4 ％ 4.1 ％ 4.8 ％ 3.6 ％

県 全 体 8,213 人 1.3 ％ 2.4 ％ 12.8 ％ 3.0 ％ 8.8 ％ 2.2 ％ 2.4 ％ 2.4 ％

Ｒ６18点 Ｒ５

国語 社会 数学 理科 英語 総得点（目安点：90点）

Ｒ７
地 区

　　　目安点

受検者 18点 18点 18点 18点

 

※ 鹿大教育学部附属中学校，私立中学校等からの受検者数 238 人については，地区別人数に含まない。 

　　　　　　　　　　　年度
　教科等 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

国 語 107( 1.3%) 115( 1.3%) 214( 2.4%) 86( 1.0%) 188( 2.1%)

社 会 196( 2.4%) 328( 3.7%) 385( 4.4%) 388( 4.4%) 497( 5.6%)

数 学 1,054(12.8%) 504( 5.6%) 560( 6.4%) 1,147(12.9%) 639( 7.3%)

理 科 250( 3.0%) 490( 5.5%) 294( 3.4%) 131( 1.5%) 652( 7.4%)

英 語 724( 8.8%) 714( 8.0%) 411( 4.7%) 879( 9.9%) 338( 3.8%)

  ５教科総点が目安点
  未満の人数   179( 2.2%)   211( 2.4%)   212( 2.4%)   207( 2.3%)   288( 3.3%)

 目安点未満の教科を１
 教科以上持つ実人数 1,425(17.4%) 1,164(13.0%) 1,026(11.7%) 1,645(18.5%) 1,157(13.2%)

受 検 者 総 数 8,213 8,957 8,735 8,873 8,798

単位 人 
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 (3) 過去５年間の基本的な「読み・書き・算」をめぐる状況 

【国 語】 

 

【数 学】 

年 度

計 算 式 ７+18÷３ 3/5-1/6×4/5 41－７×５ 3/4÷9/8＋1/2 63÷９－２ （1/2－1/5)×1/3

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

計 算 式 ４×８－５ １/２＋７/９÷７/３ ５×４＋７ ２/３－３/５÷９/２

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

令和５年度令和６年度

690

7.9

352

218

2.5

4.03.2

444

5.0

1.9 8.3

915

10.4

903

284

令和４年度 令和３年度

743

令和７年度

11.0

197

2.2

156

 

年 度

読 み 車 窓 遮（る） 負 荷 嗅 覚 廃（れる） 陶 酔 怠(る) 頒 布 固 唾 嫉 妬 浸(る) 縁 側 招 致 研(ぐ)

誤答者数

（人）

割 合

（％）

年 度

書 き 取 り 研 究 幼（い） 唱（える） 温 厚 忠 誠 浴(びる) 警 告 風 潮 粉 薬 裁(く) 鉱 脈 貯 蔵 耕(す) 額

誤答者数

（人）

割 合

（％）
23.2

4,700

53.4

1,216

13.7

3,256

36.7

3,846

43.7

令和３年度

1,793

20.5

2,378

27.2

4,031

46.1

772

8.7

2,042

3,485

42.4

1,792

21.8

4,525

51.0

945

11.5 51.7

1,836

995

12.1

5,176

59.2

80

0.948.1

5,132

57.3

令和４年度

519

5.9

1,012

11.4

1,135

12.9

1,734

19.7

令和５年度

2,544

28.4

582

6.5

4,550

50.8

4,521

21.0

令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度令和７年度

令和６年度令和７年度

1,487

16.6

4,308

-6-



５ 今年の特徴的な問題

(1) 国語における特徴的な問題

４ 次は 【文章】を読んだ後の、先生と大山さんたちの会話です。 に入る、

内容を 【文章】に即して六十五字以内で補い、会話を完成させなさい。、

（中略）

「 前略）筆者が最後に述べている「下の半円は、本当の自分とのつなが上原さん （

りを回復すること」とは、どうするということかな 」。

「 。 、 。」大山さん 下の半円は人生の言葉でしょう つまり ということだよ

［問題のねらい］

， ， 。○ 説明的な文章において 論理の展開を捉え 文章の内容を正確に理解する力をみました

［指導上のポイント］

○ 説明的な文章においては，論理の展開の仕方を捉えることが大切です。文章の論述の過

程には，書き手のものの見方や考え方が表われています。このような書き手の論理の展開

を捉えることで，文章の内容を正確に理解することができます。

１ 【会話】における、高橋さんの発言について説明しているものとして、最も適当

なものを次から選び、記号で答えなさい。

［問題のねらい］

○ 会話の中の人物が，聞き手としてどのような役割を果たしているか理解する力をみまし

た。

［指導上のポイント］

○ 「話すこと・聞くこと」の学習の場面において，話し手が多様な考えをもつ相手に対し

て自分の考えを明確にして話したり，それらを聞いて聞き手が質問したり評価などを述べ

たりする言語活動を取り入れることが大切です。この問題においては，話し手の発言を受

けて「具体例を提示する」という役割でしたが，このあとの授業の展開としては，互いの

考えを生かしながら議論や討論をする活動につなげるなど，更に発展的な言語活動の充実

が望まれます。
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(2) 社会における特徴的な問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［問題のねらい］ 
 ○ 教科「社会」では，地理・歴史・公民の３分野に大別して学びます。それら３分

野は互いに密接に関連しており，一つの事象を分野の枠を超えて多角的・多面的に
捉えて理解する必要があります。この問題では，ホンコンについて，経済や歴史と
いった分野から多角的・多面的に理解しているかをみました。 

［指導上のポイント］ 
 ○ 地理の学習で学ぶ内容を，歴史の学習，公民の学習でも関連させながら，分野を

超えた総合的な視点で理解できるような指導が必要です。実際に，今回のホンコン
に関する情報は公民及び歴史の教科書にも記載されています。地理・歴史・公民と
いう枠組みは，あくまで学習しやすいように便宜的に分けられているもので，実際
は，一つの事象が，経済，歴史，政治，文化等の側面からさまざまな特徴をもって
います。それらを多角的・多面的に捉え，総体的な概念として把握できるようにす
る必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［問題のねらい］  
 ○ 歴史的分野における現代史は，生徒にとって最も身近な歴史的事象が含まれてお

り，現代社会の諸問題を考えていく上でも非常に重要です。また，現代の日本と世
界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現することも非常に重要
です。この問題では，第二次世界大戦後の日本と世界の動向について，正しく理解
しているかをみました。 

［指導上のポイント］ 
 ○ 歴史的分野では，「どのような時代だったのか」，「どのような影響を与えたの

か」，「前の時代とどのように変わったのか」等の視点に着目して考えたり，表現
したりすることを意識させた学習の指導が大切です。また，現代社会における諸問
題を考える上で，歴史的事象がどのような影響を与えたのかを学習し，現在と未来
の日本や世界の在り方について，課題意識をもって多面的・多角的に考察し，表現
できるよう指導していく必要があります。 
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(3) 数学における特徴的な問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［問題のねらい］ 
○ 図形の概念，図形の性質や関係についての理解，図に表現したり，正しく作図したりする技能及
び図形の性質について深く考察する思考力をみました。 

［指導上のポイント］ 
○ 作図の指導では，単なる操作や作業だけに終始することなく，日常生活の中にある図形を活用し
て，論理的に考察するとともに，考察したことを筋道立てて説明する機会を設けることが大切です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題のねらい］ 
○ 一次関数や関数 y = ax  のグラフの特徴や変化の割合などの関数の性質を理解しているかや，三
角形の性質を理解しているかをみました。 

○ 関数関係に着目し，その特徴を式やグラフと相互に関連付けながら考察することができるかの思
考力・表現力・判断力をみました。 

［指導上のポイント］ 
○ 数学的な性質の発見という場面で生徒が思考するための道具としてコンピュータの活用が有効で
す。グラフ作成アプリを活用して a の値を変化させることで，関数 y = ax  の理解や，探究的な学
びの課題解決につながります。 

○ 数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したり，説明し伝え合ったりする活動が必要です。 
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 (4) 理科における特徴的な問題 

 

[問題のねらい］ 
 ○ 金星の見え方の変化について，太陽と金星の位置関係に着目して仮説を立て，考察する力をみ

ました。さらに金星の公転運動について，太陽，金星，地球を俯瞰する視点と地球からの視点と
で考えられるかどうかをみました。 

[指導上のポイント］ 
  ○ 授業の実験において，仮説を立てる場面や仮説を検証する場面を充実させる必要があります。

また，得られた結果やデータをさまざまな角度から分析したり，新たな疑問や気づいたことに対
して自ら思考を働かせたりすることができるような指導が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問題のねらい］ 
  ○ セキツイ動物の進化の過程を思考し，さらに，現存する身近な生物を分類するための基準を理

解した上で，文章を正しく組み立てて表現する力をみました。 

 [指導上のポイント］ 
  ○ 基本的な知識を単独のものでなく，概念として把握することも大事です。学習の過程で，知識

を活用する場面を設定し，その上で他者と話し合いや振り返りができるようにし，その際，自身
の考えの根拠をしっかりもって表現できるように適宜発問や助言を工夫することが重要です。 
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(5) 英語における特徴的な問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問題のねらい］ 

 ○ 会話を聞いて，その内容を理解し，適切に表現する力をみました。 

[指導上のポイント］ 

  ○ 大事な情報を聞き取り，情報を整理して要点を捉えることが必要です。また，授業においては，

自分にとって必要な情報をたずねる言語活動を積極的に取り入れることが大切です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問題のねらい］ 

  ○ 自分の考えや意見を指定された語数の英文で適切に書く力をみました。 

  [指導上のポイント］ 

  ○ 比較級などを使って，自分の考えや意見を適切に書く力が必要です。また，理由を伝えられる

よう，becauseなどの論の展開を示すつなぎ言葉を効果的に使用させることが大切です。 

  ○ 語数が指定されているので，過不足なく書けるようにするために，日常生活の中の経験や出来

事などについて，互いに自分の意見を理由とともに，英語で伝え合う活動を豊富に取り入れるこ

とが大切です。 
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６　国語について

学年
％

1

(1) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小３小３

(2) 漢字の書き取り（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小６

(3) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小１小６

(4) 漢字の読み（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中
(1) 漢字の選択（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小３
(2) 漢字の選択（言葉の特徴や使い方に関する事項） 小５

3 書写（我が国の言語文化に関する事項） 中

・

・

2

1 表現の技法（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１

2 助動詞の働き（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中２
Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２

4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

5 内容の理解（読むこと） 中３

・

・

,
3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（我が国の言語文化に関する事項） 中１

2 内容の理解（読むこと） 中２
3 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅰ　内容の理解（読むこと） 中３
Ⅱ　内容の理解（読むこと） 中３

(2) 主題の理解（読むこと） 中３

・

・

4

1 語彙（言葉の特徴や使い方に関する事項） 中１

Ⅰ 内容の理解（話すこと・聞くこと） 中２

Ⅱ 内容の理解（話すこと・聞くこと） 中２

3 内容の理解（読むこと） 中１

4 内容の理解（読むこと） 中１
5 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

・
・

・

5

1 聞き手の役割（話すこと・聞くこと） 中２

2 作文（書くこと） 小～中

・

・

78.2

83.6

67.7

54.8

23.1

57.6

☆

☆

88.5

64.4

73.6

55.7

43.2

52.7

10.8

63.0

73.6

72.4

47.1

60.2

69.3

95.5

69.3

89.4

79.0

94.7

☆

☆

69.7

今回初めて出題した，聞き手がどのような役割を果たしているかを選択肢から選ぶ問題については，高い正答率であった。「話すこと・聞
くこと」の学習の場面において，話し手が自分の考えを話したり，聞き手がそれらを聞いて質問したり評価を述べたりするような言語活動を
充実させたい。

条件を的確に踏まえた意欲的な解答がある一方で，第一段落で具体例がないものや，第二段落で日本語の魅力について述べられてい
ないものなど，不十分な解答もあった。また，誤字脱字や，文の照応が不適切な解答もみられた。学習の場面において，論理の展開を考
えて文章の構成を工夫したり，目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整えたりする指導を積極的に取り入
れたい。

80

大問全体の正答率は74.4％で，昨年の68.2％からすると高くなった。⑵「幼」の書き，⑷「遮」の読みの正答率は９割に迫り，概ねできてい
た。⑶「車窓」については，「しゃまど」「しゃこう」「しゃわく」など，さまざまな誤答がみられた。また，今年度初めて出題した，適切な漢字を
選ぶ同音異義語の問題については，⑴，⑵ともに７割を超えており，概ねできていた。漢字の書きについては，文や文章の中で使い慣れ
るために，実際に書く活動を通して，漢字を正しく用いる態度と習慣を養うための指導を工夫したい。

小問３の正答率は63.0％であり，昨年の85.2％と比較するとやや下がった。行書の特徴として，点や画が省略されたり，連続したりする場
合があることなどを理解させる指導を継続的に行いたい。

小問１は我が国の言語文化に関する事項を問う問題で，正答率は94.7％と高く，基礎的な力は身に付いていることがうかがえる。古典の
世界に親しむためには，音読に必要な文語のきまりを知り，繰り返し音読して，その独特のリズムに気付かせることが重要である。

小問４⑴Ⅱでは，【資料】や【ノートの一部】を有効活用できていない解答や，前後の空欄前後の文脈を無視した解答がみられた。古典に
表れたものの見方や考え方を知るために，現代語訳や語注を手掛かりに作品を読ませたり，関連する本や文章を紹介したりするなどの指
導上の工夫を大切にしたい。

文学的な文章

　小問１は語句の意味について選択肢から選ぶ問題であり，概ねできていた。
小問４は，情景描写を基に優希の考えを読み取らせる問題で概ねできていた。文学的な文章を読む際には，文章の中の時間的，空間

的な場面の展開，登場人物の相互関係や心情の変化，行動や情景の描写などに注意しながら読み進めることが大切である。
傍線部における優希の心情を問う問題である小問５は，条件である，「これまでの経過」を踏まえられていない解答や，「透明なルール」と

いう表現をそのまま用いている解答がみられた。登場人物の心情は，人物相互の関係に基づいた行動や会話，情景などを通して暗示的
に表現されている場合もあるため，本文の描写を丁寧に捉えさせるような指導を工夫したい。

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

作文

10

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）
問 題 内 容

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

県 正 答 率
90 100

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

60 7030 40 50

4

説明的な文章 51.9

63.0

82.9

0 20

69.5

65.3

74.4

87.9

☆

1

2

(1) 

3

☆

☆

2

小問１は詩の表現の技法に関する選択肢の問題で，概ねできていた。小学校での学習を踏まえ，中学校では，表現の技法について意
味や用法とともに理解し，話や文章の中で使うことが求められる。

小問４は，「下の半円は本当の自分とのつながりを回復すること」とはどうすることか，本文に即して説明させる問題で，本文全体を踏まえ
て記述する必要があったが，「下の半円」についての直接的な説明の箇所を抜き出した解答や，「本当の自分とのつながりを回復する」と
いう表現を引用した解答など，不十分な解答が散見され，正答率も低かった。説明的な文章においては，文章の中心的な部分と付加的な
部分，主張と例示の関係，論理の展開の仕方を捉えさせる指導を行いたい。
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。） 
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(2) 国語の問題 
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(2) 国語の問題 
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(3) 国語の解答例 
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７　社会について

学年
％

1

1 大陸と海洋の分布 中１
2 世界各地の作物 中１
3 日本と世界各地との貿易 中１
4 ホンコンの特徴 中１
5 日本と世界各地との位置関係 中１
6 インドの宗教と生活 中１
1 都道府県の位置 中２
2 日本の地形 中２
3 日本の気候的特徴 中２
4 各県の産業の特徴 中２

(1) 表の読み取りと表現 中２
(2) 日本の土地利用の変化とその背景 中２

・

・

・

・

2

① 江戸時代の人物 中１
② 平安時代の著作 中１

2 江戸幕府の出来事 中１
3 天平文化の歌集 中１
4 近世の日本と世界の関わり 中１
5 歴史的事象の流れ 中1～2
6 モンゴル襲来とその後の日本の変化 中１

① 幕末の人物 中２
② 第一次世界大戦の対立 中２

2 八幡製鉄所 中２
3 大正時代の出来事 中２
4 日本の選挙制度の変化 中２
5 沖縄返還 中３
6 戦後の世界の動き 中３

・
・

・

・

・

3

1 権力の抑制と均衡 中３
2 経済活動の自由 中３
3 多文化共生をめざして 中３
4 衆議院と参議院 中３
5 裁判員制度 中３
6 みんなの快適な暮らしのために 中３
1 グローバル化 中３
2 ユネスコ 中３
3 金融政策 中３

(1) グラフの読み取り 中３
(2) 歳出削減の政策 中３

5 消費税の特徴 中３

・

・

・

,

5

1

4

1

43.0

66.1

91.5

65.3
60.3

48.7
58.2
83.0
47.3
41.1

54.3

41.6
39.6

50.9

72.0

(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）
問 題 内 容 県 正 答 率

0 10 20 30

☆

48.3

　中問Ⅰ小問１では，基礎基本の知識や技能を問い，正答率が80％を超えた。また，小問２の写真を見て作物を答える問題は，正答率が97.8％と
全小問中で最も高い正答率となった。このことから，視覚的な資料等を用いた授業は定着の効果が高いことが推察される。
　一方，中問Ⅰ小問４のホンコンに関する問題では，正答率が19.7％と非常に低かった。これは，ホンコンがかつてイギリス領であったことを「誤」とし
た解答が非常に多かったことに起因している。 授業では，教科で区切られた一面的な学習ではなく，各教科での学習の成果を総体化したり関連付
けたりした概念としての理解ができるような工夫を行いたい。
　中問Ⅱ小問１は，正答率58.2％であった。関東地方を地図上で確定した上で海に面するかどうかを判断する二段階の思考が必要であったことが
正答率をやや下げたと考えられる。また，中問Ⅱ小問２は，正答率が83.0％と最も高くこの分野においての定着率の高さがうかがえる。それに対し，
中問Ⅱ小問４は，正答率41.1％であった。「茶畑＝静岡県」という知識のみで解答したため誤答につながったようである。中問Ⅱ５⑴の表現力をみる
問題は，正答率は62.9％と約2/3にとどまった。授業においては，一面的で単純な思考で終わらず，それらを利用して思考を深めたり，複数の知識
を総合して思考したりする指導を行いたい。
　中問Ⅰ・Ⅱともに最後の小問は，正答率がいずれも約48％であった。特に，中問Ⅱ小問５⑵は，「額」と「割合」を混同した誤答が目立った。授業で
はグラフや資料を読み解く際の視点やポイントが身に付くような工夫を行いたい。

40 50 60 70 80 90

☆

Ⅱ

☆
☆

100

地理的分野を主とする問題

☆

☆
☆

81.1
70.8

　中問Ⅰ・Ⅱの小問１では，基礎的用語の定着をみる問題で，正答率が約６～８割と良好な結果であった。
　中問Ⅰ小問３は，誤答として「古今和歌集」が多かった。仮に「～この歌集名を答えなさい。」と問われたことが影響したとすれば，万葉仮名，大伴
家持等，関連する内容までを総合した概念の理解が乏しく，一面的で単純な思考によって解答している可能性がある。事象の内容や関連性等，総
体としての概念的な理解，多角的・多面的な理解を促す指導を行いたい。
　中問Ⅰ小問６は，正答率が31.3％と中問Ⅰ中で最も低かった。文章表現には苦慮したが，法令を出した理由はある程度捉えられていたようであ
る。授業では，教科科目を超えたあらゆる場面で，文章による表現力を育成する指導を行いたい。
　中問Ⅱ小問３は，正答率45.4％であった。受検生は「自由民権運動」又は「川端康成」を大正時代と誤って判断したようである。また，中問Ⅱ小問５
は，資料中の「琉球」という記載から沖縄を「琉球王国」と捉えている誤答がみられた。
　中問Ⅱ小問６は，正答率が15.4％と全問中で最も低く，今年度も現代史の内容の定着度の低さが目立った。現代史は，例年正答率が低い傾向に
ある。シラバスに基づいて現代史の時数を十分確保しつつ，生徒自身の今につなげながら現代史の学習ができるようにしたい。

45.4
66.4

65.5
51.4

57.7
80.8
97.8

Ⅰ

62.9

72.6

53.7
19.7

歴史的分野を主とする問題

Ⅰ

69.7

Ⅱ

公民的分野を主とする問題

31.3

60.7

58.2
15.4

76.2
89.8

Ⅰ ☆

　解答を文章で表現する問題を多く出題した大問３（公民的分野）は，正答率が60.7％と全大問中で最も高い結果となった。理由として，比較的に
日常で見聞きする事象を扱ったことで，受検生にとって馴染みがあったことが挙げられる。また，白紙解答が少なく，多くの受検生が意欲的に解答し
ようとする姿勢がうかがえた。
　中問Ⅰは正答率が６割を超える小問がほとんどで全体的に定着率の高さがうかがえたが，その中で中問Ⅰ小問６は正答率が28.4％と低かった。
誤答として，高齢者に関わる問題についてのレポートであるにも関わらず，「労働力不足」や「環境問題」を指摘する解答が多く，問われていることを
正しく把握せず解答してしまったようである。日常会話等も含め，主題となっていることを的確に把握する国語力の養成を行いたい。
　中問Ⅱ小問１及び小問2は，正答率が90％を超え，定着率の高さがうかがえる。一方で，中問Ⅱ小問４⑴は，正答率が46.6％と低く，税収と歳出そ
れぞれの変化については言及しているが，両者の関係性にまで言及していない解答が目立った。また，中問Ⅱ小問５は，正答率が28.0％と低かっ
た。消費税の特徴ではない累進課税について説明している誤答が散見された。グラフや資料を授業で積極的に扱い，それらを読み解く際の視点や
ポイントが身に付くような指導を行っていくことが望まれる。

97.0
58.1
46.6

28.4

28.0

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

Ⅱ ☆
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-20-



(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(2) 社会の問題 
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(3) 社会の解答例 
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小

(2) 分数の計算 小

(3) 平方根の計算 中３

(4) 最小公倍数 小

(5) 逆数 中１

2 二次方程式 中３

3 文字式の利用 中１

4 反比例 中２

5 速さ 小

・
・
・
・
・
・
・

・

2

1 確率 中２

2 割合 小

3 作図 中３

4 三角形の合同の証明 中２

5 連立方程式 中２

・
・
・

・
・

3

1 平均値 小

2 箱ひげ図とヒストグラム 中２

① 箱ひげ図 中２

② 箱ひげ図 中２

③ 箱ひげ図 中２

④ 箱ひげ図 中２

4 箱ひげ図 中２

・
・
・
・

4

1 関数 y=ax^2 のグラフ 中３

(1) １次関数のグラフ 中３

(2) １次関数の利用 中２

3 １次関数のグラフ 中２

4 関数の活用 中３

・

・
・
・

5

1 正多角形の１つの内角の大きさ 中２

2 正多角形の面積 中３

3 正多角形の周の長さと面積の比 中３

(1) 三平方の定理と近似値 中３

(2) 三平方の定理と近似値 中３

・
・
・
・

基本的な計算・知識 71.0

データの活用 45.3

0 10 20 30

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）
問 題 内 容 県 正 答 率

1

98.1 ☆

89.0 ☆

☆

☆

73.2
59.8
69.1

71.3
56.4
50.9

　小問１(1) ，(2)は，よくできていた。(2)の誤答として 4/15 ，8/15 ，13/15 があった。
　(3)では，誤答として√2，3√2があった。
　(4)では，誤答として12が多かった。最小公倍数と最大公約数の意味を理解させたい。
　(5)では，誤答として「ウ」が入るものが多かった。逆数の意味を理解させたい。
　小問２は正答率が比較的高かった。誤答として無回答が多かった。
　小問３は正答率が比較的高かった。誤答として「ア」が入るものが多かった。
　小問４では，誤答として2≦y≦2/3 があった。逆数の大小関係を理解するとともに，2 と 2/3 の大小関係の矛盾に気づく必要があ
る。
　小問５では，正答率が比較的低かった。誤答として 5 があった。授業では鹿児島県を題材とした問題等に取り組ませることで，数学
の世界と日常生活の事象との結び付きを実感し，数学を実生活や日々の学習に生かそうとする態度を育成することが大切である。

10040 50 60 70 80 90

43.8
51.7
4.2
36.4
31.9

　小問１では，誤答として 1 を含めた7/36が多かった。素数の定義を着実に理解させたい。
　小問２では，割合が高かったのは「2023年」としているものの，計算ミスが多かった。
　小問３では，誤答として△ABCを二等辺三角形として考えているものや，線分BCを四等分しているものがあった。作図の授業等に
おいても数学的な思考力・判断力・表現力の涵養を図るような活動が必要である。
　小問４では，合同条件は理解しているものの論理的に表現できていない証明があった。
　小問５では，正四面体や立方体の理解が不十分であり，立式ができていない解答があった。

数学的な見方や考え方 32.0

☆

42.4
38.0
93.5
61.7

3

☆

86.4
79.3

　小問１は，二択問題であったにも関わらず，正答率が低かった。a が大きくなることでグラフの開きがどのように変化するのかを，視
覚的に学習することも重要である。
　小問２(1)では，誤答として１次関数でないものがあり，小問２⑵では，高さを y 座標で考えているものがあった。
　小問３では，誤答として「ア，ウ，エ」があった。小問４では，無回答や部分点が多かった。
　普段の授業において対話的な学びの充実やＩＣＴの活用は重要であり，タブレット等を活用して関数のグラフを描画する活動は，数
学的な思考力・判断力の涵養に効果的である。

31.7
59.0
50.8
43.6
34.0
2.1

65.2

29.9
7.5
0.1

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

70.8

　小問１はよくできていたが，誤答として720°があった。
　小問２では，正三角形Ｓと正六角形Uの値の正答率が低かった。小問３は三択であったが，正答率が低かった。
　小問４(1)では，誤答として4√2があった。小問４(2)では，無解答が多かった。
　日常生活や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って，事象の数学的な特徴や他の事象との
関係を粘り強く考察したりする活動を授業中や探究活動の中で充実させていくことが大切である。

　

平面図形とその応用

　小問１では，計算間違いが多かった。データ数が多い場合には，仮平均を活用して平均を計算する工夫も有効である。
　小問２では，誤答として「ウ」とするものが多かった。
　小問３では，①③④に比べ②の正答率が低かった。箱ひげ図や四分位数についての知識・理解を着実に身に付けさせたい。
　小問４では，誤答として二つある値の一方のみを答えているものがあった。箱ひげ図や四分位数について理解し，粘り強く考える姿
勢が大切である。

関数とその応用

18.1

17.4

16.1

2

4
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(2) 数学の問題 
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(3) 数学の解答例 
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９　理科について
大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

学年

％

1

1 顕微鏡の使い方 中１

2 反応にともなう熱 中２

3 ロケットの打ち上げ 中２

4 空気中の水蒸気量 中２

(1) 外来生物 中３

(2) プラスチックの性質 中３

(3) 再生可能なエネルギー資源 中３

(4) 持続可能な社会 中３

・
・
・
・

2

Ⅰ 1 断層 中１

2 地震と津波 中１

(1) 初期微動継続時間 中１

(2) 緊急地震速報 中１

Ⅱ 1 惑星 中３

2 金星の観察 中３

(1) 金星の見え方 中３

(2) 金星の見え方 中３
・
・
・
・
・
・

3

Ⅰ 1 中和反応の化学反応式 中３

2 水溶液中のイオンの数の変化 中３

(1) 中和反応の量的な関係 中３

(2) 中和反応の量的な関係 中３

Ⅱ 1 燃焼 中２

2 燃焼による質量変化の考察 中２

3 非電解質 中２

4 鉄の燃焼（酸化の割合） 中２

・
・
・
・
・
・

4

Ⅰ 1 消化酵素 中２

2 ベネジクト反応 中２

3 実験の計画・操作 中２

4 実験結果の考察 中２

Ⅱ 1 無セキツイ動物 中３

2 進化の図 中３

(1) 動物の分類① 中３

(2) 動物の分類② 中２

・
・
・
・
・

5

Ⅰ 1 フックの法則 中１

2 月面と地球上での重さの比較 中１

3 力の合成 中３

4 電子てんびんの示す値 中３

Ⅱ (1) 回路図 中２

(2) オームの法則 中２

2 交流の周波数，音の高さ 中12

・
・
・
　
・
・

0 50

92.3
　小問１では，「ア」，「エ」の誤答がみられた。日頃の授業より，観察・実験器具の正しい扱い方などを身に付けさせたい。
　小問３では，正答率が64.3％であった。身近な事象とも関連させながら，正しい知識を身に付けさせたい。
　小問４では，正答率が41.5％と低かった。一つの事象に多面的に思考し判断できる力を育成したい。
　小問５(1)(4)は，正答率が90.1％，92.3％と高かった。用語を正しく捉えるようにさせたい。

　中問Ⅰ小問１は，正答率が48.5％と低い。基本的な知識の定着が十分に図られていないと考えられる。
　中問Ⅰ小問２は，正答率が20.8％と低く，中和反応におけるイオンの量的な関係の理解ができていないことがうかがえる。
　中問Ⅰ小問３は，正答率が40％程度であった。粒子モデルを用いて理解と思考力を高められるような授業展開を工夫したい。
　中問Ⅱ小問１，３は，正答率が66.3%，84.2％と高かった。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が17.4%と低かった。二酸化炭素と水の片方のみを答えたり，状態変化と解釈できる誤答が多くみられた。
　中問Ⅱ小問４は，正答率が13.9％と低かった。実験データと理論値を組み合わせて考察するような実験も取り入れたい。

生命領域の問題

地球領域の問題

領域を融合させた問題

問 題 内 容 県 正 答 率

41.5
90.1
54.2
62.9

70 80

68.5

42.1

75.0

61.6

32.3
87.0

59.5

5

100

83.7

10 20 30 9060

64.3

40

66.3

42.1

48.5
20.8
40.1

57.0

1

23.8

　中問Ⅰ小問２は，正答率が低く，プレートの相互関係や津波の原因について正しく理解できていないことがうかがえる。
　中問Ⅰ小問３(1)は，正答率が87.0％と高く，基本的な知識の定着が比較的できている。
　中問Ⅰ小問３(2)は，正答率が9.8%と低く，与えられた条件を複数組み合わせて思考・判断する力が不足していることがうかがえる。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が54.1％と低く，金星の観察の際の形や大きさの変化についての理解が不十分であることがうかがえる。
　中問Ⅱ小問３(1)は，正答率が23.8％と低い。金星の見え方についての仮説検証する力に課題がみられる。
　中問Ⅱ小問３(2)は，正答率が30.7％と低く，「エ」の誤答が多くみられた。惑星の見え方の空間把握に課題がみられる。
　

☆

3

48.0

66.1

エネルギー領域の問題 55.5

☆

☆

☆

☆

☆

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

☆

☆

☆

25.4
44.6
58.7

　中問Ⅰ小問１(1)(2)は，正答率がそれぞれ77.3％，73.7％と高く，基本的な内容の定着がみられた。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が25.4％と低い。フックの法則と力のつりあいを考えるような複数の手順を踏んで思考する場面も取り入れたい。
  中問Ⅱ小問１(1)は，正答率が44.6％であった。電圧計を直列につないだり，抵抗器を２個つなぐなど，基本的な理解の不足や問題の状況をつかめていない誤答が
みられた。
　中問Ⅱ小問１(2)は，正答率が58.7％であった。グラフの傾きと抵抗値の関係の理解が不十分であることがうかがわれた。
　中問Ⅱ小問２では，正答率が59.7％であった。bの周波数の正答率が低く，cでは音の高さと大きさの概念を混同した誤答がみられた。

67.6

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

59.7

97.3
62.3

3

3

3

17.4

73.7

84.2

粒子領域の問題 38.5

　中問Ⅰ小問１，２は，正答率が80％前後と高い。だ液による消化に関する基本的な内容の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問３は，正答率が42.1％と低い。授業の中で，実験について，操作の意図や試薬の使い方等をよく理解しておきたい。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が57.0%であった。授業の中で，実験について，目的をおさえた上で，結果，考察する時間を充分とりたい。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が48.0％であり，「エ」の誤答が多くみられた。
　中問Ⅱ小問３は，正答率が(1)は97.3%，(2)は62.3%であった。動物の分類の基準について正しく理解したうえで，正しい文章を組み立てる読解力や表現力が必要で
あった。

37.7

(1)

9.8

30.7

13.9

65.7

87.4
73.2

77.3

54.1
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2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(2) 理科の問題 
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(3) 理科の解答例 
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中１
2 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１
3 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中２
4 対話を聞いて，概要を捉える問題 中１
5 スピーチを聞いて，概要を捉える問題 中２
6 説明を聞いて、必要な情報を聞く英文を選択する問題 中３
7 スピーチを聞いて，話の要点を捉える問題 中３
8 対話を聞いて，英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2

① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中１
② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中１
① 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１
② 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中２
③ 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中３
（1） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中１
（2） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中３
（3） 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２

4 イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題 中３
5 図を参考に，自分の意見を英語で書く問題 中３

・

・

・

・

・

3

Ⅰ 1 文脈に沿って，空所を補って英文を完成する問題 中２ ☆
2 文脈に沿って，英文の空所を補う適切な英文を選ぶ問題 中２
3 文脈に沿って，空所を補って英文を完成する問題 中２

Ⅱ 1 図表にある情報を整理し，対話文の空所を補う単語を選ぶ問題 中２
2 図表にある情報を整理し，対話文を完成する問題 中２

Ⅲ 英文の要点を答える問題 中３

・
　
・

・

4

1 概要を読み取る問題 中２
2 英文の情報を読み取り，適切なグラフを選ぶ問題 中３

A 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中３
B 英文の情報を読み取り，空所を補って英文を完成する問題 中３

4 下線部の内容を日本語で説明する問題 中３
5 下線部の内容を英語1語で答える問題 中３

・

・

・

62.4

42.4
67.4
83.6

98.6

40 50 60

　大問２は，表現の領域に関する問題を出題した。口語表現やコミュニケーションの目的を果たすための文法事項や基本的な語句の知識・技能が
身に付いているかどうかを問うた。また，与えられた条件に基づき，適切に英語を書いて伝えることができるかどうかをみる問題を出題した。正答率
は，小問１は高かったが，小問２の②，③，小問３は低かった。
　小問２は対話の流れと英語の定義を基に適切な語を書く問題である。授業では，基本的な語句について，その意味を英語で理解させたい。綴り
の誤りで減点される場合もあるので，単語を正確に書く力も付けさせたい。
　小問３はコミュニケーションの目的を達成するための文法力をみた。言語活動で，基本的な動詞の過去形（不規則変化）や疑問文がしっかり使え
るよう表現に慣れ親しませたい。また，完了形や比較級等の文法知識を，使用場面を意識しながら，言語活動をとおして適切に活用させたい。
　小問４は，イラストに従って，時系列にまとまりのある英文を書く問題を出題し，基本的な語句や表現を正しく用いて，書く内容を適切に表現する力
をみた。自分の経験や出来事を述べることは，日常生活でよくあることであり，習熟させたい事項である。授業では，話の展開を示すつなぎ言葉を
含めた語いや表現，文法等の定着を図り，出来事や経験及びその感想等を表現する言語活動を豊富に取り入れたい。
　小問５は，登場人物の立場になって制服と私服のどちらが良いと考えるか，英語で表現する特徴的な問題であった。図を利用して，英語で十分な
表現を用いて解答しているものから，白紙や具体性のないものなど解答は多岐に渡っていた。授業では読んだり聞いたりした内容について自分の
考えや意見を書く活動を取り入れて，正確さや流ちょうさを高めつつ，まとまりのある文章を書く力を付けさせたい。

70.6
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　大問１は，「聞くこと」に関する問題を出題した。「聞くこと」の理解力をみる小問や，対話や説明に関する英語の問いを聞き取り，英語で解答する
小問，登場人物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く小問を出題した。
　「聞くこと」の理解力をみる問題（小問１，２，３）の正答率は高かったが，聞いたことに関して英語や英文で書いて解答する問題（小問７，８）は正答
率が低かった。聞くことに関する思考・判断・表現を評価する問いの正答数が少なかった。
　授業では，生徒が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動や英語特有の音声や綴りと発音の関係に習熟する練習を多く取り入れたい。目
的や場面，状況を生徒に意識させて，文脈や使用場面に応じて，適切にコミュニケーションを図れるかどうかを確認しながら，指導したい。
　聞き取った内容に関して自らの考えや意図を適切に表現できるよう，基本的な語いや英文を身に付けさせたい。

適切な表現力をみる問題

22.1

☆
96.0

☆

63.8
82.9
30.0

37.3

1
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(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）
問 題 内 容 県 正 答 率

☆

0 10 20 30 70

43.1

☆

15.4
17.9

80 90 100

放送による聞き取りテスト

☆
94.4

49.9
60.0

34.2

33.6
32.4

34.1

英文の概要や要点を正確に把握する問題

51.6
35.5
53.2

45.0

　大問３は，日常的な話題や社会的な話題について,文脈に沿って内容を理解し，英語で記述する問題や図表等から詳細を読み取って答える問
題で，要点を捉える力をみた。学習指導要領に沿って，社会的な話題を扱う問題や思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題した。
　中問Ⅰの３は正答率が低かった。解答に必要な情報を読みとり，文脈に沿って適切に表現する力を付けさせたい。また代名詞が何をさしているの
か意識した指導も行いたい。中問Ⅱは図表と対話から必要な情報を読み取り答える問題，中問Ⅲは英文の概要を捉える問題であった。
　授業では，教科書だけでなく，初めて扱う英文や図表から，書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取り，英文の概要を捉える
活動を導入したい。また，教科書の内容を図表を用いて理解したり表現したりする活動も効果的である。さらに，自己表現活動等で，既習の言語材
料を用いて表現する力を伸ばしたい。

34.8

25.0

35.3
13.4
16.9

63.9
☆70.8

　大問４は，国際交流に関する発表原稿を通して使用したスライドやグラフを選ぶ問題や本文を基に下線部の内容を書く問題などを出題した。語数
は昨年度と比較して減少した。
　社会的な話題において概要を読み取る力や必要な情報を読み取る力をみる問題である小問１，小問２は，正答率が高かった。まとまりのある文章
から必要な情報を読み取る問題である小問３，小問４は，正答率が低かった。説明文，意見文，対話文，物語文などの文体，日常的な話題や社会
的な話題の各話題に応じて，コミュニケーション上重要となる必要な情報や概要，要点を捉えられるよう，多様な読み方を指導したい。
　小問５は，本文の内容を踏まえ，下線部の内容を英語１語で答える問題で正答率は低かった。授業中に概要・要約を捉える活動を行いたい。

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
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26.2

長文総合問題

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(2) 英語の問題 
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(3) 英語の解答例 
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